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広報おうみはちまんは、各自治会を通じてお届けします。また、各学区コミュニティセンターや
図書館などの公共施設、郵便局、金融機関、セブン-イレブン・ファミリーマート各店舗などに
置いているほか、市ホームページやマチイロ、マイ広報紙などでもご覧いただけます。
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人口と世帯 令和8 年2月1日現在
(    ) は前月比

総数　81,733人
男　　40,200人
女　　41,533人
世帯　36,445世帯

※外国人住民（43 か国・地域 ／ 2,386 人）を含みます。
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第
87
回

　
市
内
に
は
、
建
造
物
に
限
定
し
て

も
、
国
指
定
の
重
要
文
化
財
が
14
件
、

県
指
定
の
有
形
文
化
財
が
15
件
、
市

指
定
の
有
形
文
化
財
が
14
件
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
指
定
を
受
け
た
文
化

財
建
造
物
の
多
く
は
木
造
で
、
常
に

火
災
の
よ
る
焼
失
と
い
う
危
険
性
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
の
火
災
と
い
う
と
、
首
里

城
の
火
災
や
、
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
の
火
災
が
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
う

い
っ
た
文
化
財
は
、
一
度
失
わ
れ
て

し
ま
う
と
、
歴
史
や
文
化
、
地
域
性

な
ど
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
も

の
の
多
く
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
、昭
和
24
（
１
９
４
９
）

年
1
月
26
日
に
発
生
し
た
奈
良
県
の

国
宝
法
隆
寺
金
堂
の
炎
上
を
契
機
に
、

現
在
の
文
化
財
保
護
法
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。文
化
庁
は
昭
和
30
年
に「
文

化
財
防
火
デ
ー
」
を
定
め
、
毎
年
1

月
26
日
を
中
心
に
、
文
化
財
を
火
災

や
そ
の
他
の
災
害
か
ら
守
る
啓
発
運

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
1
月
は
1
年

の
中
で
火
災
が
発
生
し
や
す
い
こ
と

も
あ
り
、
本
市
も
指
定
文
化
財
所
有

者
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
消

防
署
と
も
協
力
し
て
、
消
防
設
備
の

点
検
と
懸
案
事
項
の
再
確
認
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
指
定
を
受
け
た
文
化
財
建
造
物
の

周
囲
を
見
回
す
と
、
屋
内
に
は
火
災

報
知
設
備
や
消
火
器
、
屋
外
に
は
放

水
銃
や
消
火
栓
、
避
雷
針
な
ど
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
も
し
も
の
時
に
通

報
や
消
火
活
動
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
指
定
文
化
財
は
文

化
財
保
護
法
や
消
防
法
に
よ
り
こ
れ

ら
の
設
備
・
設
置
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
火
災
が
起
き
た
場
合
は
指
定
文

化
財
所
有
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
住

民
な
ど
周
囲
の
人
々
の
協
力
を
得
な

が
ら
消
火
活
動
を
行
わ
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
ま
た
建
造
物
の
規
模
も

一
つ
ひ
と
つ
異
な
る
た
め
、
建
造
物

そ
れ
ぞ
れ
で
防
火
対
策
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
実
際
に
消
火
訓
練
を
実
施

す
る
年
も
あ
り
、
市
内
で
は
令
和
5

年
度
に
重
要
文
化
財
で
あ
る
浄
厳
院

本
堂
で
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
建
造
物
だ
け
で
な
く
絵
画

や
書
跡
、
仏
像
な
ど
の
美
術
工
芸
品

は
、
火
災
で
の
焼
失
だ
け
で
な
く
盗

文
化
財
の
保
存
修
理
⑪

文
化
財
の
保
存
修
理
⑪

番
外
編
　

番
外
編
　
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
る

格納されている放水銃

浄厳院での放水訓練

難
の
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
市
内
で

の
盗
難
被
害
は
現
在
の
と
こ
ろ
確
認

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
盗
難
防
止
の

た
め
に
防
犯
ブ
ザ
ー
や
人
感
セ
ン

サ
ー
、
鍵
の
設
置
を
行
っ
た
り
、
美

術
工
芸
品
の
記
録
を
と
っ
た
り
な
ど

を
行
い
、
盗
難
が
起
き
て
も
確
認
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
建
造
物
の
耐
震
補
強
工
事
や
大
規

模
な
保
存
修
理
工
事
、
美
術
工
芸
品

の
保
存
修
理
も
文
化
財
を
守
る
た
め

の
必
要
な
行
為
で
す
が
、
火
災
を
防

ぐ
こ
と
や
盗
難
対
策
な
ど
の
日
常
管

理
も
、
国
民
の
共
有
財
産
で
あ
る
文

化
財
を
守
っ
て
い
く
た
め
の
大
切
な

行
動
で
す
。

　
　
　
文
（
文
化
振
興
課
・
山
田
）


